
介護保険負担限度額認定について 

 

介護保険施設（特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、介護医療院）に入所または短期入所（シ

ョートステイ）した場合、食費と居住費は原則全額が自己負担となりますが、所得が低く資産も少

ない方については、負担限度額認定を受けると１日あたりの自己負担上限額が決まり、残りの費用

が介護保険から給付されます。 

 

■利用者負担段階・・・本人の収入等に応じて以下の利用者負担段階が決まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■適用要件・・・次のすべての要件を満たせば限度額が認定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■食費・居住費の負担限度額と基準費用額 ※令和８年８月から （１日あたり） 

利用者 

負担段階 

居住費等の負担限度額 
食費の 

負担限度額 

ユニット型 

個室 

ユニット型 

個室的多床室 
従来型個室 多床室 

施設 

サービス 
短期入所 

第１段階 ８８０円 ５５０円 
５５０円 

（３８０円） 
０円 ３００円 ３００円 

第２段階 ８８０円 ５５０円 
５５０円 

（４８０円） 
４３０円 ３９０円 ６００円 

第３段階

① 
１，３７０円 １，３７０円 

１，３７０円 

（８８０円） 
４３０円 ６８０円 １，０３０円 

第３段階

② 
１，４７０円 １，４７０円 

１，４７０円 

（９８０円） 

４３０円 

【５３０円】 

（５３０円） 

１，４２０円 １，３６０円 

基準費用

額 
２，０６６円 １，７２８円 

１，７２８円 

（１，２３１円） 

４３７円 

【６９７円】 

（９１５円） 

１，５４５円 

※【 】内は、室料負担のある多床室を利用した場合の金額です。 

※（ ）内は、特別養護老人ホームまたはショートステイを利用した場合の金額です。 

第１段階・・・生活保護受給者または老齢福祉年金受給者 

第２段階・・・本人の課税年金収入額と合計所得金額と非課税年金収入額の合計額が、 

年額８２．６５万円以下 

第３段階①・・本人の課税年金収入額と合計所得金額と非課税年金収入額の合計額が、 

年額８２．６５万円超１２０万以下 

第３段階②・・本人の課税年金収入額と合計所得金額と非課税年金収入額の合計額が、 

年額１２０万円超 

 

 

○本人および世帯全員が市民税非課税であること 

○別世帯に配偶者（内縁関係含む）がいる場合は、その配偶者も市民税非課税であること 

○預貯金等の金額が、 

第２段階・・単身で６５０万円以下、夫婦（内縁関係含む）で１，６５０万円以下 

第３段階①・単身で５５０万円以下、夫婦（内縁関係含む）で１，５５０万円以下 

第３段階②・単身で５００万円以下、夫婦（内縁関係含む）で１，５００万円以下 


